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金融機関の富裕層向けインターネットサービス

インターネットを日常的に
使う富裕層

野村総合研究所（NRI）では、
預貯金、株式、投資信託、債券、
一時払い生命・年金保険などの金
融資産の保有額に応じ、５億円以
上を超富裕層、１億〜５億円を富
裕層、5000万〜１億円を準富裕
層、3000万〜5000万円をアッパー
マス層、3000万円未満をマス層と
定義している。また、富裕層のな
かでも1947年以降に生まれた世代
を新世代富裕層と呼んでいる。

金融機関との関係でいえば、ネ
ット銀行やネット証券会社を利用
するのは、どちらかというと20
代、30代の若い世代を中心とした
マス層であり、富裕層になると担

当営業が付いていると思われがち
である。業務効率性の観点から
も、収益性の高い顧客には担当者
を付け、収益性の低い顧客はイン
ターネットを使ってもらうことが
望ましい。

ところが、実際には富裕層でも
インターネットを日常的に使って
いる人が多い。NRIの調査による
と、首都圏に居住する富裕層の
63％がほぼ毎日インターネットを
利用している。この割合が超富裕
層より高いことは予想できるが、
準富裕層よりも高くなっているの
である。同様に、インターネット
をほとんど使わない、もしくは全
く使わない人の割合も、富裕層の
方が準富裕層より低い（図１）。

コミュニケーションツール
としてのインターネット

富裕層の３分の２近くが毎日イ
ンターネットを利用しているとい
うことは、富裕層とのコミュニケ
ーションに電子メールや、顧客ご
とにカスタマイズされたWeb画
面（マイページ）が活用できるこ
とを意味している。

NRIの調査では、インターネッ
トや電子メールによる相談を望ん
でいる人は、富裕層の11％、高度
な取引や情報の取得を望む人は
10％である。これはどちらも準富
裕層、超富裕層より高い。さらに
新世代富裕層では２割近くがイン
ターネットによる相談や情報提供
を望んでいる（図２）。したがっ
て、今後、インターネットを通じ
た相談や情報提供といったサービ
スは、他の資産階層よりも富裕層
が牽引していく可能性が高いとい
える。

ここで注意しなければならない
のは、インターネットやコールセ
ンターは、単に利便性が高いとい
う利点だけを持つものではないこ
とである。取引を始めるきっかけ
にはなりにくいものの、インター
ネットやコールセンターなどの
IT（情報技術）を使ったチャネ
ルには、使い慣れてくると他の金

宮本弘之／尾日向竹信

N R I  N E W S

　金融機関では富裕層をインターネットチャネルの中心的
な顧客とはとらえていない傾向がある。しかし、実は富裕
層もかなりの割合でインターネットを利用している。金融
資産を１億〜５億円保有する富裕層には、民間企業経営者
や役員、開業医、弁護士、公認会計士、税理士など、職業
柄インターネットを使いこなす人が多い。今後富裕層の世
代交代が進むと、この傾向がより顕著になり、資産運用サ
ービスのコミュニケーションツールとしてのインターネッ
トの重要性は高まる。非対面のインターネット上で、富裕
層が価値を感じる「対人的要素」を持ったサービスを展開
できるかが、成功の鍵を握るだろう。

当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法および国際条約により保護されています。
CopyrightⒸ2007 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission.



77金融機関の富裕層向けインターネットサービス

融機関に取引を変更したくなくな
るという効果があることに注意す
る必要がある。

対人的な要素を持った
サービスが必要

特に新世代富裕層を対象にする

場合、コミュニケーションツール
としてのインターネットは、これ
まで以上に人間的な要素を前面に
出すべきではないか。非対面のイ
ンターネットではあっても、「機
械ではなく人が動いてくれる」と
いう感覚が大切である。「人が対
応するサービス」をインターネッ
トで実現することが、富裕層にと
っての価値となるであろう。

『ITソリューションフロンティア』
2007年１月号より転載
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図2　富裕層の求める「インターネットによる資産運用サービス」　

Q. 以下のなかで、あなたが関心のあるものをお知らせください（いくつでも）

■富裕層・世代別

■資産階層別

インターネットや電子メールによる
金融商品の高度な取引や情報の取得

インターネットや電子メールによる
金融資産に関する相談

インターネットや電子メールによる
金融商品の高度な取引や情報の取得

インターネットや電子メールによる
金融資産に関する相談
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出所）野村総合研究所「富裕層アンケート調査」2006年3月
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図1　富裕層のインターネット利用率　

Q.あなたは、家庭や学校、職場などのパソコンを利用して、インターネットをどの程度
　 使用していますか？
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